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D-108 糞便中ヘモグロビン定性（回数） 

 

《令和 4 年 9 月 26 日新規》 

 

○ 取扱い 

 原則として、糞便中ヘモグロビン定性は、一連につき 2回まで認められ

る。 

 

○ 取扱いの根拠 

 偽陰性の可能性を考慮し、通常 2回法が用いられるが、外来受診時や予

定入院初日などでは 2検体がまとめて提出されることがある。また、患者

の便通状況によって 1日 2検体を採取することもある。 

 

 

 

※ D-179と同様の趣旨 

 


